
081-I-2044 信頼と不信の哲学入門　（岩波新書） 稲岡大志 監修 岩波書店
081-I-2045 ピーター・ドラッカー　（岩波新書） 井坂康志 岩波書店
081-I-2046 力道山　（岩波新書） 斎藤文彦 岩波書店
081-I-2047 芸能界を変える　（岩波新書） 森崎めぐみ 岩波書店
081-I-2048 アメリカ・イン・ジャパン　（岩波新書） 吉見俊哉 岩波書店
081-I-2049 非暴力主義の誕生　（岩波新書） 踊共二 岩波書店
081-I-2050 孝経　（岩波新書） 橋本秀美 岩波書店
081-I-2051 バルセロナで豆腐屋になった　（岩波新書） 清水建宇 岩波書店
081-I-993 おとぎ話はなぜ残酷でハッピーエンドなのか　（岩波ジュニア新書）ウェルズ恵子 岩波書店
081-I-994 歴史的に考えること　（岩波ジュニア新書） 宇田川幸大 岩波書店
081-I-995 ガチャコン電車血風録　（岩波ジュニア新書） 土井勉 岩波書店
219-H 首里城と沖縄戦　（集英社新書） 保坂廣志 集英社
289-J アップルはジョブズの「いたずら」から始まった 井口耕二 日経BP日本経済新聞出版

366-E 栄養士・管理栄養士ってこんな仕事しています 油井陽 女子栄養大学出版部

366-N 社会の時間  新版 松井大助 ぺりかん社
367-I 日本の女性・ジェンダーのいちばんわかりやすい歴史の教科書飯田育浩 グラフィック社
368-Ⅴ 現代の奴隷 モニーク・ヴィラ 英治出版
371-K わたしはわたし。あなたじゃない。 鴻巣麻里香 リトルモア

913 379-E 読書をする子は○○がすごい 榎本博明 日経BP日本経済新聞出版

ア 488-S 僕には鳥の言葉がわかる 鈴木俊貴 小学館
595-O 美容の科学 尾池哲郎 晶文社
778-C 地球の歩き方ディズニーの世界 地球の歩き方編集室 編 地球の歩き方
810-K 日本語のへそ　（青春新書） 金田一秀穂 青春出版社
816-H ホンモノの文章力　（集英社新書） 樋口裕一 集英社
910-K 小説編集者の仕事とはなにか?　（星海社新書） 唐木厚 星海社
913-ｱ カフネ 阿部暁子 講談社
913-ｵ ぬくもりの旋律 岡田真理 河出書房新社

913 913-ｶ 死んだ山田と教室 金子玲介 講談社
カ 913-ｶ ゆうべの食卓 角田光代 オレンジページ

913-ｷ 君に贈る15ページ　（メディアワークス文庫） 三秋縋 KADOKAWA
913-ｼ-2 倒産続きの彼女　（宝島社文庫） 新川帆立 宝島社
913-ｼ-3 剣持麗子のワンナイト推理　（宝島社文庫） 新川帆立 宝島社
913-ｽ ゲーテはすべてを言った 鈴木結生 朝日新聞出版
913-ﾄ 11ミリのふたつ星 砥上裕將 講談社

913 913-ﾅ Nの逸脱 夏木志朋 ポプラ社
ミ 913-ﾈ 眠れぬ夜のご褒美　（ポプラ文庫） 標野凪 ポプラ社

913-ﾊ その復讐、お預かりします　（双葉文庫） 原田ひ香 双葉社
913-ﾊ アルプス席の母 早見和真 小学館
913-ﾋ ひとっこひとり 東直子 双葉社
913-ﾐ ゆびさきに魔法 三浦しをん 文藝春秋
913-ﾔ 禁忌の子 山口未桜 東京創元社
914-ｾ そんなときは書店にどうぞ 瀬尾まいこ 水鈴社
929-ｻ 隣の国の人々と出会う 斎藤真理子 創元社

914 933-ﾎ はなしをきいて マギー・ホーン 理論社
セ

　図書館だより　　  4月号    　　　　　　2025年4月23日

　『そして、バトンは渡された』や『夜明けのすべて』などの小説がたくさん映画化されている瀬尾
まいこさんが、日本全国の書店を巡ってみようと思い立ち、実際に書店に行ったときのことを書
いたエッセイです。たくさんの書店を巡って出会う書店員さんとの会話は、関西出身の瀬尾さん
らしくユーモアいっぱいです。書店ってこんなに面白いんだと思わされます。また、この本の最後
には瀬尾さんが20年前に出版した『幸福な食卓』の6年後を書いた小説も収められています。

　改めまして、入学・進級おめでとうございます。
図書館では、毎月１回「図書館だより」を発行し、今月新しく入った本を
紹介していきます。昨年度まではTeamsへの配信のみでしたが、今年
度は紙でも配布させていただきます。読みたい本があったらぜひ図書
館まで！

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『カフネ』
阿部暁子/著　　　　　講談社

　図書委員さんの「図書館だより」で今年の本屋大賞を紹介してくれていますが、その大賞に選
ばれた本がこちらです。法務局で働く薫子は幼いころから仲が良かった弟が突然亡くなり、死を
受け入れることができずにいました。ある日、薫子は遺書に書かれていた遺産相続の話をするた
め、弟の元恋人せつなに会いに行きます。しかし、せつなの冷たい態度に腹を立て、なぜ弟が死
んだのか、なぜ弟が元彼女に相続をしたいと思ったのか気になります。そんな、薫子にせつなは
家事代行のボランティアをもちかけます。

瀬尾まいこ/著　　　　　水鈴社

『ゆびさきに魔法』

角田光代/著　　　　　オレンジページ

『そんなときは書店にどうぞ』

『ゆうべの食卓』

　今年の本校一般入試の「国語」の問題に出題された小説です。1年生、覚えていますか？　入
試問題には一部しか載っていませんでしたが、実はもっとたくさんのお話が入っています。3話で
１篇の連作短編集で、１人や２人、さらに家族での食にまつわるお話ばかりが載っています。美味
しそうな食事がたくさん出てくるので、読んでいるとお腹がすいてきますが、1話が短いので朝の
読書の時間に読むのにぴったりだと思います。

　1人でネイルサロンを経営する月島が、隣の居酒屋さんの常連客だった新米ネイリストの大沢
を雇い、お互いにネイリストとして成長していくお仕事小説です。オシャレとしてネイルをすること
が多いと思いますが、ネイリストさんは綺麗にネイルを施すだけでなく、爪の状態をみて体調を気
にしたり、リラックスしてもらえるように環境を整えたりといろいろなことをしていることがわかりま
す。美容系の進路を考えている人は、お仕事をイメージしやすいと思うので、読んでほしいと思い
ます。

三浦しをん/著　　　　　文藝春秋

913-ﾄ-9 スープ屋しずくの謎解き朝ごはん　お茶会の秘密と二人だけのクラムチャウダー　（宝島社文庫）友井羊 宝島社

請求記号 書 名 著者名 出 版 者


